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Ⅲ 岡山市教育振興基本計画平成２６年度アクションプランにおける主な事業

アクションプランは，岡山市教育振興基本計画に基づいた単年度の事業計画を示したもので

す。それぞれの事業を計画的かつ効果的に展開していくことで，基本計画に掲げた施策の実現

を図っていきます。

１ 施策・事業体系図
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２　クローズアップ

　すべての事業は，本市教育の２つの理念と２つの柱に基づき実施していきます。
２つの理念「市民協働による自立する子どもの育成」,「人権尊重の理念に基づく教育の推進」
２つの柱　「学びの高まり ～ 岡山型一貫教育」,「学びの広がり ～ 地域協働学校」

　今年度の事業の中から，重点的に取り組む事業を紹介します。なお，岡山市都市ビジョン平成26年
度実施計画とは，以下のように関連しています。
 Ⅰ「学力向上への取組の推進」 　　　　　　⇔ 「３①確かな学力と豊かな心の育成」
 Ⅱ「学校問題の未然防止・早期解決」 　　　⇔ 「３②学校問題の未然防止・早期解決」
 Ⅲ「学校や地域におけるＥＳＤ活動の推進」 ⇔ 「２①持続可能な社会の担い手づくり」
 Ⅳ「安全・安心の教育環境づくり」 　　　　⇔ 「３③主体的な学びを支える教育環境の整備」
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習熟度別サポート事業

学習のつまずき増加に対応

35人学級

　小学校２年生から６年生の算数や国語の授業
において，10人未満の小さな集団による習熟度
別授業を行ったり，家庭学習につなげるための
放課後学習指導を行ったりすることで，児童一
人一人の学力向上を図ります。

  小学校１年生に対し，年間を通じて生活指導や学習指導
に当たる教育支援員を配置し，小学校生活の円滑なスター
トを切ることができるよう支援するとともに，学習及び生
活の規律の確かな定着が図られるよう，２学期末までで
あった配置を学年末までに延長します。

　「読解力」「表現力」「学ぶ意欲」   
決に向けて，就学前教育から中等教育    
づくりを，岡山大学等と連携しなが

教育課題別研究

　市立小中学校から研究協力校を募
り，読解力，表現力等の学力向上の
ための指導方法等について，実践的
な研究を行い，研究成果の発信を行
い，普及を図ります。

　保育園・幼稚園と小学校との円滑な接
続を図るための保幼小連携研修会や，保
育園と幼稚園の連携を図るための保幼合
同研修会などを実施します。

就学前教育の充実

〔拡〕岡山っ子スタート・サポート事業

学校生活の円滑なスタートを支援

保幼・小の連携

　 中学校区ではぐくむ！   
学力向上の取組と学校

   岡山型一貫教育を推進す

Ⅰ　学力向上への取組の推進

　確かな学力の定着を目指し，保幼小中の連携によ
る連続性を大切にした一貫教育を推進していきま
す。
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協働学校
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学級編制の弾力化【きめ細かな指導】

少　人　数　指　導　　【きめ細かな指導】
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」   など岡山市共通の学力に関する課題の解
中等教育    までの学びを連続させる一貫教育の体制

ら全中学校区を挙げて推進します。

〔拡〕学校図書館の充実

　「学校図書館図書整備10カ年計画」
を策定し，学校図書館図書の充実を図
ることで，子どもたちがより一層主体
的に学べる環境を整えます。

〔拡〕学校支援ボランティア事業

　学校園等の教育活動を保護者や地域住民，学生の
様々な特技や趣味などを生かし，支援します。

小･中の連携

！   学力アップ事業
評価を組み合わせ，４年周期で
る。

全国学力・学習状況調査における読解力・表現力の状況 （目標値）

Ｈ２１年度 Ｈ２５年度 Ｈ２７年度

小学校国語 99.5 96.6

小学校算数 96.3 100.5

中学校国語 99.5 99.0

中学校数学 101.0 98.6

（読解力・表現力に関わる問題の正答率の対全国比）

す
べ
て
100
以
上
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早期発見・
早期対応

ストップ・ザ学校問題

不登校児童生徒支援員
配置事業

支援体

教育相談室・適応指導教室
整備事業

〔拡〕スクールカウンセラー配
置事業

学びの

問題行動

未然

学校問題の未然防止や早期解決に向けて
小中学校に配置する臨床心理士等の心の専
門家について，早期の相談支援の充実を図
るため，小学校への配置を増やします。

不登校の未然防止やその解決を図る
ため，家庭訪問や別室登校の際の支
援等を行う支援員を小中学校に配置し
ます。

不登校児童生徒の減少及び学校復帰，
社会的自立を目指し，教育相談室・適応
指導教室の体制強化を行います。

学校が抱えるいじめ・不登校などの諸課題に

一体的に解決を図ります。

Ⅱ 学校問題の未然防止・早期解決

不登校児童の出現率（小学校）
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典拠資料：児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査

（文部科学省）
※出現率…全在籍児童に対する不登校児童の割合

岡山市教育振興基本計画における施策の成果指標の目標

Ｈ27年度 0.37％以下

岡山市教育振興基本計画における施策の成果指標の目標

Ｈ27年度 2.77％以下

〔新〕教育に関する総合調査

岡山市教育振興基本計画に基づく調査と，各学校園で実施する調

査を一体化した「教育に関する総合調査」を実施し，教育施策の効果
的な進行管理や各学校園の教育計画の作成等に生かし，子どもの
学力向上や問題行動の解決につなげます。

不登校生徒の出現率（中学校）
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典拠資料：児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査

（文部科学省）
※出現率…全在籍生徒に対する不登校生徒の割合

いじめ，不登校，暴力行為等，学校が抱えている様々な課
題の未然防止や早期解決を図るとともに，子どもが落ち着い
て授業を受けられる学校環境づくりを進め，子どもの学ぶ意
欲の向上と問題行動等の減少を図ります。
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深刻化防止

－学びの場充実事業－

制強化

〔拡〕共に成長し合う学級集団
づくり推進事業

学校問題解決サポート事業
びの場充実

いじめ専門相談員派遣事業

〔新〕

等の減少

防止

児童生徒一人一人の学校適応感を測るアン
ケート調査に基づき，落ち着いた集団づくりを進
める取組をモデル校での成果を生かしながら全
校・全学年での取組へと広げます。

学校と保護者等との間で発生した解決
困難な事案に対して，弁護士，警察ＯＢ
などの専門家によるサポートチームが
問題の早期解決を支援します。

学校のいじめ対応力の強化や児童生徒，保護者等のいじ
め等の悩みへの相談・支援体制を強化するため，教育相談
室に心の専門家である「いじめ専門相談員」を配置します。

対して，多面的なアプローチを行うことで，

岡山市における暴力行為の推移（小学校）
1,000人当たりの暴力行為の発生件数
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典拠資料：児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査
                                                （文部科学省）
※Ｈ18以降の「調査実施上の留意点」に，軽微な行為も計上すること
　が明記された。

岡山市におけるいじめの認知件数の推移
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典拠資料：児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査（文部科学省）
※H18年度にいじめの定義が変更され，程度の如何を問わず，いじめられたと訴えた児童生徒の立場に立って報告するようになった。
※H24年度に急増したのは，いじめの自殺事案を受けて積極的にいじめを把握しようと努めたことから生じたもの。

岡山市におけるいじめの解消率

85.1

63.5

94.1

64.0

0

20

40

60

80

100

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

小学校

中学校

典拠資料：市教育委員会事務局指導課調べ

(%)

岡山市教育振興基本計画における施策の成果指標の目標

Ｈ27年度 94％以上
（小学校，中学校共に）

岡山市教育振興基本計画における施策の成果指標の目標

H27年度 小 2.53以下
中 31.4以下

（1,000人当たりの暴力行為の発生件数）

岡山市における暴力行為の推移（中学校）
1,000人当たりの暴力行為の発生件数
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典拠資料：児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文部科学省）
※Ｈ18以降の「調査実施上の留意点」に，軽微な行為も計上すること
　が明記された。

※目標値はH23年度現状値をもとに
設定したものです。
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Ⅲ 学校や地域におけるＥＳＤ活動の推進

今年度に本市で開催される「ＥＳＤに関するユネスコ世界会議」に向け，将来世代のことを考えた

多様な取組を積み重ねることにより，持続可能な社会を実現するために必要な知識や能力などを育成

していきます。

古代エジプトやオリエント文化，シリアの文化遺
産に関する特別展や写真に合わせて，これらを
題材とした講演会やワークショップ，座談会等の
開催等を通じて，現代の暮らしの見直し，多文化
理解，平和の必要性等，持続可能な社会づくりに
向けた新たな「気づき」の促進を図ります。

オリエント美術館特別展等の開催

地域特性や課題を踏まえた

てワークショップの開催や講座
１０月に開催される「公民館・Ｃ
これまでの公民館でのＥＳＤ活
し，これからの活動の在り方を
催します。

公民館におけるＥＳＤ

ＥＳＤ関連図書等整備事業
市立図書館等において，ＥＳＤ関連

の図書資料コーナーを設置し，ＥＳＤ活
動への支援や市民のＥＳＤへの理解
向上を図ります。

おかやまイングリッシュビレッジ事業

小学校５，６年生を対象に，少年自然の家等で
外国人と英語でコミュニケーションをとりながら，
１泊２日や日帰りの様々な生活体験・自然体験
等を行う中で，英語力を高めるとともに，自主性，
協調性，国際感覚を育みます。

岡山市ジュニアオーケストラ運営事業
ＥＳＤ世界会議では，世界から来訪する参加
者に対しておもてなし演奏を行います。ＥＳＤの
視点で，市内外における文化交流及び国際親
善活動へ貢献します。

ESD推進
のための
公民館
‐CLC国
際会議

土 月 火 水

11/1 11/2 11/3 11/4
日

11/5

文
化
の
日

グローバル

10/9～12

2014年

☆教師教育に関する国際会議
（H26年11月14日～17日）
教員養成機関関係者が集い，教
育機関におけるＥＳＤ実践につい
て議論します。

☆グローバルＲＣＥ会議
（H26年11月4日～7日）
「ＥＳＤの地域拠点」の関係
者が集い，地域におけるＥ
ＳＤについて議論します。

☆ＥＳＤ推進のための公民館
‐ＣＬＣ国際会議
（H26年10月9日～11日）
公民館・ＣＬＣ関係者が集い，社
会教育におけるＥＳＤについて協
議します。

〔拡〕
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草の根ＥＳＤ活動につい

の拡充を図るとともに，
ＬＣ会議」を成功に導き，
動の成果や課題を検証
考えるフォーラム等を開

活動等の推進

〔拡〕ユネスコスクール推進事業
小中学校におけるＥＳＤ活動を促進し，岡
山大学と連携しユネスコスクールへの加盟を
段階的に増やすとともに，実践推進校を指定
して先進的な授業づくりを進めるなど拠点校
の充実を図り，ＥＳＤ活動を全市的かつ継続
的な取組へとつなげていきます。

〔拡〕親子環境学習サマースクール
自然環境への関心を高め，自然の循環や
生物多様性に対する理解を深めていけるよう，
小学校４年生から６年生の児童とその家族を
対象に自然体験活動を行います。

〔拡〕犬島ＥＳＤキャンプ

自然環境への関心を高め，自然の大切さ
を実感できるよう，夏休みに小学生を対象
に２泊３日で様々な自然体験活動を行いま
す。

総合的な学習の時間におけ
るＥＳＤの推進
ＥＳＤに関する総合的な学習の時間に
おいて，指導に役立つ情報を提供したり，
年間指導計画の在り方について研修した
りして授業改善に役立てます。

木 金 土 日

11/6 11/7 11/8 11/9

ユネスコスクール
世界大会

ユース・コン
ファレンス

RCE会議

教師教育
に関する
国際会議

11/14～17

11/7岡山市立学校による
実践発表及びパネル展示

☆ユース・コンファレンス
（H26年11月7日）
18歳から35歳のＥＳＤ実践
者が集い，若者の立場から
ＥＳＤ推進について議論し
ます。

☆ユネスコスクール世界大会
（H26年11月6日～8日）
高校生や教員が集い，学校教育
について議論します。

ESD（持続可能な開発のための教育）とは

世界中のすべての人々が将来の世代にわたって安心して暮ら
せる社会を実現するために必要な知識や能力などを育成するた
めの教育です。
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公民館

学校園

〔新〕吉備公民館・地域センター整備事業

市民サービスの向上を図るとともに，市有施設の効率
的・効果的な運営を行えるよう吉備公民館・地域センター
の一体的整備を行います。

〔新〕操山地区公民館建設事業

廃止となる福祉文化会館内の中央公民館
について，管理統括機能を本庁等へ移転し，
新たに操山地区に地区公民館を整備します。

ＩＣＴを基盤とする情報活用能力アップ事業

教育の情報化について，校務事務支援システムの導入等，教育ネットワークの
基本的な整備を行います。 H30年度整備完了予定

H29年度整備完了予定〔拡〕学校園耐震改修整備事業

校園舎の耐震化を推進することで大規模災害時の子どもの生命の危
機を回避し，安全・安心な学校園づくり，教育環境の向上を図ります。

Ⅳ 安全・安心の教育環境づくり

安全・安心に配慮した施設や質の高い教育環境を整備することで，心おきなく学べる教育環境
づくりを進めます。

＜H26年度耐震補強工事予定校＞

旭竜小，財田小，雄神小，大元小，竜之口小，東疇小，京山中，
吉備中，西大寺中，芳泉中，竜操中，灘崎中，建部中，瀬戸中

＜H26年度耐震改築工事予定校＞

西小，伊島小，芳田小，西大寺小，操山中，岡北中，桑田中，
瀬戸中
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